
第２回岡山県電気機械器具製造業最低賃金専門部会 

議 事 要 旨 

 

１ 日 時 

   令和８年 10月 20日（火） 午前９時 57分～ 

 

２ 場 所 

   岡山市北区下石井１丁目４番１号 

    岡山第２合同庁舎 ３階会議室 

 

３ 出席者 

   公 益 委 員 ： ２人（欠席１人） 

   労働者側委員 ： ３人 

   使用者側委員 ： ３人 

 

４ 審議事項 

特定最低賃金額審議について 

 

５ 議事要旨 

 （１）特定最低賃金額審議について 

岡山県電気機械器具製造業最低賃金額について審議され、労使双方の

委員から、以下の意見が述べられた。 

 

  【労働者側の意見要旨】 

71円を提示する。 

・企業内最低賃金協定額の上昇率は 2025 年比較において＋6.5％であ

る。現在の特定最賃にこの上昇率を乗じると 71円となる。 

・産業の持続的な成長のため、産業の魅力拡大と人財確保が不可欠であ

る。 

・未組織労働者を含めた電機産業で働くすべての労働者の賃金の底上

げを図る必要がある。 

 

  【使用者側の意見要旨】 

49円を提示する。 

・日本経団連集計の 2026年春季労使交渉における中小企業業種別妥結

結果による製造業平均アップ率 4.52％を根拠とし、現行特定最賃に



 

 

乗じた。 

・岡山県内の若年者人口の減少、大学生等の県外流出も相まって、人材

不足は構造的な課題であり、人材確保の観点も重要である。 

・金額審議にあたっては、他県や他産業の賃上げ動向も意識する必要が

ある。 

 

（２）労使協議について 

今後の進行について、公益委員より労使協議が提案され、労使協議が行わ

れたが結論は出ず、現時点で再提示は困難との意見があり、審議は次回に持

ち越されることとなった。 

 

６ 配布資料 

・最低賃金についての意見要旨 


